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千葉市における
⾃動運転モビリティ等の取組み









自動運転モビリティ

【実施主体】（株）NTTドコモ（技術協⼒︓アイシン精機（株）、千葉⼤学）
【⾛⾏⾞両】ILY-Ai（次世代パーソナルモビリティ）
【実施⽇時】2019年12⽉10⽇〜12⽇
【実証内容】ショッピングモール（屋内）での⾃律⾛⾏

⾮GPS環境下での位置測位の精度検証
乗り捨てを想定した無⼈回収、カメラ認証による不審物検知

※その他、WHILL（電動⾞いす）を活⽤した市⺠向け個宅リースや来街者向け
シェアリングサービスを実施（2019.10〜11）

次世代パーソナルモビリティを活⽤した実証実験
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自動運転モビリティ

⾃動運転ロボットを活⽤した千葉市動物公園での取組み
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【実施主体】（株）ZMP
【⾛⾏⾞両】ＲａｋｕＲｏ™（ラクロ）
（１）次世代モビリティによる⾃動運転体験イベントの実施
【実施⽇時】2020年4⽉4⽇〜12⽇※新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌のため延期
【実証内容】障害物検知機能、⾃動停⽌・⾃動回避機能を⽤い、予め設定

したルートを⾃動運転により⾛⾏（1周約350ｍ、約10分）
（２）オンライン動物園の開設
【実施⽇時】2020年5⽉17⽇（⽇）
【実証内容】オンラインユーザーが1⼈1分ずつの早押し⽅式で⾃動⾛⾏中の

ラクロを遠隔操縦。その間、360度ビューで園内のリアルタイム
映像と動物ガイドをライブ配信。
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